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スタン夕、ーノレのモーツァノレト・

コンブ。レックス

古屋健

スタンダ、ールが18141ドに｜：什した故初の本『ハイドン・モーツアルト・

メタスタシオイムーJは、ノアfl、研究点ーの！日］でまともにとりあげられることは

ほとんどない。それも、！？然といえば、！？然で、内’存は他人の借りもの、古楽

史的にみるべき t;lιLもなく、文学的達成も未完成とあれば、とても成熟し

たスタンダ、ールの作111111とlidノ手には論ずるわけにはいかないからである。

それでも、『ハイドンイム』は、カルパニからの剰窃問題、あるいはスタン

ダ、ールがそこここにばらまいた内業｜：の見解をめぐって、ときおり研究家

の食指をそそるが、『モーツアルトイム』となると、「疾走する悲しみ」（ tri~ 

stesse allante）とか、「モーツアルトと呼ばれるこの驚異の天，.｝－において

は、肉体はほとんど存花していないも lid然だった」（Lecorps etait pour 

auss1 peu que possible clans catte reunion etonnante qu’on appela 

Mozart）とかいった、モーツアルトにかんして J［：古島をえた評バがさまざま

なエッセイにづIJ!Jされるぐらいで、いったいこの『モーツアルト伝』がス

タンダールの粘神のなかで、いかなる牧師を11iめるのか点l白ir lに検討した誠

みは一、 ：を数えるのみである。もちろん、これもあたりまえな話で、

『モーツアルトイム」は『ハイドン伝』の付録といった形で、いかにもつけ

たりであり、内科もヴインクラ一、クラメールの丸Jデしであることが実証ー

されている。どこにスタンダ、ールの独行un：があるのか。スタンダール白身

もこれがシュリヒトグロルのドイツ，j，~からの！沢であると断っているではな

し、ヵ、。
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それにもかかわらず、この『モーツアルト伝』にこだわりたいのは、よ

く占tむと、この1＼、l

部分をすなおにみせているとj巴われるカ、らで、ある O とりわけ二 j－：年後に

占かれる！＇！ 伝『アンリ・ブリュラーノレのノum』とくらべてみると、その悲

しいまでの切jるさはけがくらむほどで、スタンダ、ールの出発点のI臼さが推

しrllーられるからである。

それにしても、『モーツアルトイム』は、一緒にHI版された『ハイドン伝』

『メタスタシオ伝Jと、並べてみると、 トーンがまるで違う。『ハイドン伝」

『メタスタシオ伝』は友人にあてた書簡という形式をとっているのに対し、

『モーツアルトイム』は11l _LlJ'.iと木出とにそれぞれ子紙がついてはいるものの、

本体は一市、 ゾ立といった、市イ｜：止てなのである。それはスタンダ、ールが

使った柄本がそうだからだといってしまえばそれまでだが、 ：つの伝記を

つづけてl沈んでみると、いかにも『モーツアルト伝』だけちぐはぐな感じ

がするのである。

スタンダールは『モーツアルト伝』を独｜’！な資料を集めて｜’l分の本にす

る1il111Jjをもっていた。 1824{1：－『ロッシーニ｛.i』fl｝版にふされた『モーツア

ルト略イム』には、 1813年ドレスヂンで作名ーいた道化役のノくッシイに11¥会い、

モーツアルトのぷを聞いたことがrl~ されている。モーツアルトがし、かに女

にもてたかという、スタンダール好みのI話題を引き川しているのだが、な

ぜかスタンダールは1814年の『モーツアルト｛ムj にこのH与えたエピソード

を使わなかった。！＇！分の資料と体験は隠してしまったのである。

なぜこういう結果になったのかといえば、ひとつにはモーツアルトがス

タンダールの)r',j!JI~ で／｜：々しく／七きてはいなかったからだろう。行くところ

のサロンでモーツアルトの汗楽が鳴り、人々がモーツアルトの貯をすると

いう J~介ではなかったのである。バッシイにドレスヂンで、会えたのも、尋

ね吋ねてやっとという健作であった。この時代モーツアルトはほとんど非

られていたので、スタンダ、ールは発射点ーの役をになわねばならなかった。

独！＇！なイムーを編むほど問自な資料は子に人らなかったと忠われる。

だが、スタンダールがモーツアルトについて親しく tヰけなかった真の用
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山は、モーツアルトが彼にとって根源的に述い人間だったからではないか

と思う。パッシイによればモーツアルトが女にもてたのは、「しごく独特

な顔つきと、女を呪縛してやまない限つきをしていたJからである。（ii

possedait une figure fort singuliere et des yeux qui jetaient un sort sur 

les femmes）。モーツアルトがこのように美貌によってではなく、表情の

美しさによってLぐにもてたのは、長情には tH＼があったが、女にもてな

かったスタンダールにとってはあまり愉快な事実ではなかったはずである。

だが、そんなことよりも、モーツアルトがスタンダ、ールにとって決定的

に異質な人間にみえたのは、その幼年｜時代が輝くように、ド恒だったからで

はないかと思う。

スタンダールは、モーツアルトの幼1r時代にっし、て、「モーツアルトの

付加iにおいてもっとも驚異的な部分は幼年同代であるJと書いている。

(La partie la plus extraordinaire de la vie de Mozart, c’est son 

enfance）。スタンダールは『モーツアルト伝』のなかの一軍と：章をこれ

にあて、天才少年モーツアルトの委を｛［和iに追っていくが、成人してから

のモーツアルトを簡略にとらえているのと比べて、これは著しい対照をな

す。

もっとも、幼年時代が大事だといっても、それはすでにそこにモーツア

ルトの天Jが現れているからではなく、じつは、そこにみられる親子関係

がスタンダールにとってはなんとも羨ましいかぎりだったからである。

『モーツアルト伝』は、モーツアルトの父親の記述で始まる。「モーツア

ルトの父親は息子の特異な運命に多人宇の影響を及ぼした。父は fの素質を

のばし、おそらく変！どさえしたのである。」（Lepere de Mozart a eu la 

plus grande influence sur la singuliere destinee de son fils, dont il a 

developpe et peut-etre modifie les dispositions）。ここに・Niiかれているモー

ツアルトは文字どおり父親の薫陶を受けて午育し、父と rはf干楽という崇

,•,';j な J芸術を通して I空く結び合わされている。父は fのノJ能に日を帝国め、そ

の fVこよって乗り越えられることに再びとすこしばかりの苦さを覚え、 {-

は父の包脊）JUこH・えることができた。ふたりは完全に理解し合い、青楽と
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いう共通のn標に向かつてともに歩いていけたのである。父は息子が始め

て作1tt1したコンチェルトの楽譜をみて、「感嘆と存びのあまり似をいっぱ

し、浮かべJ（〔sesyeux enfin se remplirent de larmes d’admiration et de 

joie）、息子は神童と騒がれてからも倣らず、「よくいうことをきく、おとな

しい子」 (I’enfantle plus complaisant et le plus docile）であったという。

このように心の通い合った父 f関係はスタンダ、ールが夢みた即氾｛だったが、

その夢をモーツアルト親fが実現しているのをみて、衝撃を覚えたはずな

のである。

スタンダールが父とわかり合えないことにどんなに正しんだか、「l{ぷ

「アンリ・ブリュラールの生紅』、 f-L記、 A簡とたどっていくと、痛いほど

よくわかる。そこからは父の無用解に深い傷を負った息fの盗が浮かびあ

がってくる。え！）し、ときは吋に｜「えることを禁じられ、イェズス会の｛円相を

家庭教師につけられて家に閉じこめられ、長じてからは、仕送りを充分に

受けられず、ノt能の開花を阻まれたと嘆いている。父はスタンダ、ールに

とって 11J能nの牙をつむ最人ーのJ-E制者と映っていた。

スタンダールはt'l分が充分な教育を受けなかったと考えているのだが、

それでは彼が教ffについてどのような考えを抱いていたか、それを子っと

り中ーく知るには妹ポーリーヌあての子紙を読むのが一帯だと思う。この 1

成年ドの妹に｜句かつて、パリに山た兄はその 11その日のできごとや印象を

語りながら、 Lぐの＇1二．き）Jを説いている。この手紙はルソオ『新エロイー

ズ』のノ之ロディといった趣があるが、ここでスタンダールが妹にしつこく

くりかえしている教育の大原則はそれ什体べつに日新しいものではない。

教養を身につけ、心を豊かにするという、いつの時代にも通じる原即であ

る。ただ、スタンダールが独創的なのは、その説きかたが実践的、戦略的

な点で、いかに理想を実現するか、その）j法論とともに、いかにして世間

の悪怠から身を守るか、防御態勢まで伝授している点である。ここにスタ

ンダールのしたたかさと不幸とをみることができるだろう。

これがモーツアルトなら、己の才能を白山にのばせば、それが世間から

認められ、喝采を浴びることができた。モーツアルトと！日：問とのあいだに

( 205) 



壁はなく、父も子をかして息 fを世間ヘ押し出してくれた。

不十？にしてスタンダ、ールはこうした才能の白山な開花を許す時代と環境

とに育たなかったが、 tll；が世なら「l分もモーツアルトのような音楽家に

なっていたかもしれないという悔いを抱いていた。「もし青楽好きの叙父

なり必人なりがし、たなら」（sij’eussetrouve un oncle ou une maitresse 

aimant la musique) L'I分は楽活も読め、ピアノも弾けて、 1E真正銘の音楽

家になっていただろうとスタンダールは運のなさをなげいているのである。

しかし、これは不運だけではすまされなくなり、子どもの資質を見抜いて、

しかるべき道を指／］よしなかった父の無能に対する恨みへと高じてし、く。白

分はきちんとした教育を受けていない、この悔しさが妹の教育にスタン

ダールをかりたてる動機となる。 だが、もしそうであれば、 子どものま

ままっすぐ大内：楽家になったモーツアルトに対して、スタンダールが激し

し、嫉剣iを覚えたとしてもふしぎはない。

スタンダールは (I：楽家の魂をもっているとu，認しているが、その幼児の

環境はすこしも n・－楽的ではなかった。『アンリ・ブリュラールの牛令惟』を

みても、家｝／；；になにか業<i：~を突する人がし、るわけではなく、印象的な旋律

がよれこ残っているわけでもなく、楽しい白楽会の思し、Illもない。なにより

特徴的なのは愛するほの戸のU憶がないことで、ふとり気味で、みずみず

しくて、くるくるよく f動いて（Elleavait de l’embonpoint, une fraicheur 

parfaite, tres vive）と身体の特徴はよく｜出にやきついてし、るのに、どんな

凋 fであやしてくれたのか、体にしみこんでいるはずの戸の優しさは蘇っ

てこないo Uはダ、ンテ『神山』を保 ，＼t~ で読んでいたというが、 子どもに f'{

抗することはなかったのか。まさに年J互いて、功成り才！とげたハイドンが、

叫が歌っていた単純なtlllを懐かしそうに 11ずさむように、 CJ’aivu Haydn, 

charge d’ans et de gloire, se rappeler encore Jes airs simples qu’elle 

chantait, tant ces premieres melodies avaient fait d impression sur cette 

ame toute musicale＇）晩年のスタンダ、ールの心に、なぜ付のメロデイが響

かないのか。 nのもっとも切実な思いIllがその胸に接吻した体験で、あると

は（I°楽愛好家の！よい、1llとしてはあまりにlj：＿々し過ぎないだろうか。七歳の
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ときにほを失ったからとはいえ、その戸ではなく、肉体を記憶しているの

は、やはりスタンダールが小説家で、あることの証左ではないだろうか。

ロベール・アンドレは『スタンダールにおけるハーモニイとメロディ」

(Harmonie et melodie chez Stendhal) というすぐれた論考で、七歳のと

きのほの喪失について「ro:のメロディが絶え、最愛の戸が彼を支え、教え

ることをやめたl(La melodie maternelle expire, la voix la plus aimee 

cesse de !'assister, de l’instruire）と書いている。母が死んでしまうと、外

界でJifられるパ葉がふいに異質な響きをおび、スタンダールは孤独となり、

r~J:のパ菓：を求めて文学者となるというのである。美しい解釈だが、『アン

リ・ブリュラールの／＋：.粧』の誠後！哉とは残念ながら一致しない。この自伝

をl沈むかぎり、スタンダールの幼年時代は母が11：.きているときからすでに

Illい、からである。最初の思い出が：歳のとき接吻を強要されて従姉の頼に

噛みついた事件であり、 ：番めの思いIHは町でいちばん Ilうるさい女の足

もとにノくルコニーから包 Jを格としたという犯罪行為である。（Mon

premier souvenir est d avoir mordu a la joue ou au front・・・・・ ・ma cousi 

ne・ ・・・・・Le couteau de cuisine dont je me servais m’echappa et tomba 

dans la rue,・・・・・ ・sur cette madame. C'etait la plus mechante femme de 

toute la ville，・・・・・・）付の暖かし、ふところに抱かれた記J憶ではなく、女t門：に

対する攻撃的な安勢を記憶に開めているのは、ほのタピの衝撃が幼年時代全

体を被ってしまったからだろうが、どうみても、これはほを必うる、ネル

ヴァルのような、ロマンチックな精神ではなく、 ドン・ファンに代表され

る、探宗［内なfhl険ィ号の姿である。

『モーツアルトイムー』は、 この11E服名ーが｝1の無耳iにIf¥会って、 !'I分の求め

ていた、ありうべき人作一の姿を結品させた、幸福な f！｝なのである。

ベアトリス・ディデ、ィエはその美ーしい論考『スタンダールと n：楽：｛ムJ己
から！＇！ {L；へ』（Stendhalet la Musique: De la Biographie a l’Autobiogra 

phie）のなかで、｛ふ；己から白イムムへの連続性を強調し、ふたつのジャンルを

つなぐ要に 1'1・・楽をみている。（Enracontant la vie des autres, Stendhal 

apprend a raconter sa propre vie, a saisir une continuite inteneure qui 
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est, elle meme, musique) 

しかし、われわれの考察では、伝記は、どちらかといえば、むしろロマ

ンのiH；界に通じでいるように思えてならない。ありうべき夢がfぷJ己にあ克い

てもロマンにあ声いてもHli

いまひとつ、ディディエ氏の論文で気にかかるのは、スタン夕、、ールにお

いては、イタリアに対する愛と古楽に対する愛とは｜司じものだとし、う指摘

である CL’amourde l’Halie et l’amour de la musique se confondent）。も

ちろん、スタンダールはイタリアオペラを愛好していたし、ほとんどスカ

ラ体でオペラを聴いている。 n・－楽とミラノとが強く結びついていることは

疑いない。だが、もしそうだとすれば、モーツアルトに対する愛はどうな

るのだろうか。スタンダ、ールは『ロッシーニ（五』の）子論で、『イタリアにお

けるモーツアルト」（Morzarten ltalie）という宗を設け、モーツアルトの

青楽がイタリアになかなか泣透しない事情を述べ、結局それはイタリア人

の感性に合わないからではないかと結論づけている。（ Aujourd’hui 

Morzart est a peu pres compris en ltalie, mais ii est loin d’y etre sen 

ti）。つまり、モーツアルトを愛好することはイタリアと異質ななにかを感

じとることであり、イタリアから距離をとることを怠味すると解してよい

だろう。

だが、それでは、モーツアルトの［＼・楽に感応するとはどういうことなの

か。それを解く子がかりとしては、スタンダールが『ハイドンイム』をドリ

ニイ夫人に捧げたときの献辞がヒントになるかもしれない。スタンダール

はこのイムー記を書くことによって現花の不幸な状況を忘れ、他界に遊べて、

宇だったと述べているのである。（Voicimon secret: je vivais dans un 

autre monde）。おそらくこの他界という表現のなかに、スタンダ、ールの

モーツアルト体験はすべて：rし、っくされていると思われる。つまり、この

uーしのものではないものに触れること、そんな碍ボがモーツアルト体験の

エッセンスなのである。もちろん、この他界という古いかたのなかに母の

住む同というニュアンスは斗然合まれるだろう。だが、それならば、いま

ひとつのほの同、イタリアとモーツアルトはなぜ合わないのか。おそらく
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ここにスタンダールがi日1(1jした主要な問題のひとつがあり、この両極のあ

いだの揺れとその総介化にスタンダ、ールの芸術家としての第一歩があると

忠われる。

ただ、こうした問題志識そのものがスタンダールのll上界になにをもたら

したかは、 1814年に浮かれた『モーツアルトイム』とその卜年後の『モー

ツアルト｜略｛ム」とのキIIi主にみることができる。

それでは、このふたつの伝のあいだの本質的な相違はなにかといえば、

それは風呆の有無である。 14年の『モーツアルト伝』では、モーツアルト

が育った環境はまったく無視され、神 qi~モーツアルトにもっぱら光があて

られている。ここではモーツアルトは庁楽の粘で、その異常な天才ぶりが

ひたすら強；悶されるが、奇蹟をつぎからつぎへと起こして、驚異の念、をか

きたてる、その非凡な資はかえってわれわれ凡人には陳述にみえてこなく

もない。

それに対して、 24年の略伝では、モーツアルトはj成長のなかにきれいに

収まり、われわれと変わらない背丈で牧場してくる。

「ヴォルフガング・モーツアルトは、その天才が人生の卑しL，、利欲に

よって被いかくされることなく、現1}iJしている人間だが、ザルツフοルグに

F七まれた。これは、森林におおわれて、絵のように美しい山の真中に位置

する、美しい、小さなIHJで、その北の山はイタリア、アルプスの背而をな

している。彼は fどものときから有名だった。六歳のときから、父は彼を

ヨーロッパ1f1連れ処！し、その驚くべきピアノの技傾から利益を引き出そう

とした」

Wolfgang Mozart, celui des hommes chez qui la presence du genie a ete 

le moins voilee par les interets prosaiques de la vie, naquit a Salzbourg, jolie 

petite ville situee au milieu des montagnes pittoresques et couvertes de 

f orets, qui forment au no rd le revers des Alpes d’Italie. Il fut un enfant 

celebre; des !'age de six ans, son pere le promenait en Europe pour tirer 

parti de son habilete etonnante sur le piano 

つLq
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たとえば、 111にかこまれたザノレツブ、ルクの夫しいたたずまいなど、モー

ツアルトの汚IJ)jな感nをそのまま形象化しているようで印象的な柿写だし、

また、このil/[EIの民観はスタンダールの／七［1－：］グルノーブ、ル、『亦と黒』第一

部の舞什ヴェリエールにそっくりで、モーツアルトがスタンダールのjii：界

の住人になったことをノメしてもいる。モーツアルトはスタンダールにとっ

てもはや恐るべき神配ではなく、共通の魂をもち、［riJじ風 1：に住む＿；；術家

として受け人れられているのである。

それにしても、し、つモーツアルトはスタンダールの！日：界にとけこんだの

か。『J1：と！J~』のデルヴィル夫人がヴィルジィの美しい風景をみて、「まる

でモーツアルトの 1"1：楽のようですわ」（C est pour moi com me de la 

mus1que de Mozart）と嘆戸を発するが、いつからモーツアルトの汗楽は

スタンダールの風足のなかでl鳴りはじめたのか。この疑問に対していくつ

かの符えが子組できるが、ひとつだけ解作をあげておけば、それはメチル

ドとの不十7な恋の体験で、はないかと忠われる。 1821年、引き裂かれるよう

にしてミラノを離れたとき、夫しい）豆U;tーがスタンダ、ールの心に美しい市：楽

として鳴りはじめたのではないかと出像される。そのときのことを思い出

しながら、スタンダールは『アンリ・ブリュラールの1u1uのなかでこう

記している。「私の ij ：＿ ~I：の通常の状態は不、ドな恋人のそれで、 1＇＼楽と絵 1r¥rj

を愛していた。つまり、それらのぷ術を字受していたのであって、 卜子に

子をIllしていたわけで、はない。私はtlJI併を張りつめて美しい風景を探して

歩いた。ただそれが欲しいばかりに旅をした。）民民は、私の魂を奏でる r5 

のようなもので、だれも 11にしない顔をもっている。（ドールから幹線i巨

路をやってきて、アルボワだと思うが、そこに近づいたときのれの線は私

にとってはメチルドの魂の切らかで、｛確かなイメージであった。

L'etat habituel de ma vie a ete celui d’amant malheureux, aimant la 

musique et la peinture, c’est a dire a jouir des produits de ces arts et non a 

Jes pratiq uer gauchement. J’ai recherche avec une sensiblite exquise la vue 

des beaux paysages; c’est pour cela uniquement que j'ai voyage. Les 

paysages etaient comme un archet qui jouait sur mon ame, et des aspects 
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quc personne ne c1tait, (la ligne des rochers en approchant d’Arbo1s, Je 

crois, venant de Dole par la grande route, fut pour rnoi une image sensible 

et evidcnte de l’arne de ¥1etilde) 

181411'－の『モーツアルトかはと 18241！＇－の『モーツアルト略｛ぷ』のあいだ

になにが起こったのか、それはこの丈市のなかにあますことなく述べられ

ている。ー Ijでパ守ってしまえば、スタンダールはI＇！分の羽’ノたを受け入れた

のである。モーツアルトのように J-•古色をほしいままにし、 Lぐにももてる、

そんな祝制された人J/¥Jを荻み、夢みるのではなく、失恋したリJという I＇！身

の↑111けなし、状態を人会・JIにしようと決心したのである。と＼11j11、いこ、モーツア

ルトのように名ill！をつぎからつぎへと II；いたり、ピアノを｛I¥！技のように仰

いたりといった、かなわぬ拶氾！をII繭みしめたりせず、夫しいfH11'1、美しい

がj兵に心をUHくという主受-11に徹しようとしたのである。ぷ{tj¥j鑑賞家、 ＿；：：

{1！可愛好家の光栄をt!1!同［内にJHおうとしたのだが、そのj主にあるのは不、ドな

y~~人の祈る盗事うだと！日う。愛する人が発するサインをひとつ逃さず受けと

めようと！長支川ドI：を全IJfjにし、愛する人の魂と共振れしようと己の塊をでき

るだけ透明にしているリj。こうした純粋な魂にそーツアルトのn・・.楽がしみ

こむように拡がっていくさまを出像するのは業しい。しかも、リ）の祈りは

ほとんど相IT-にJ11Iく11J能什φはないので、祈りの安勢そのものに広味がある

ことになり、無償の美しさに抑くことになる。しかし、こうした状態はJi',]

!Jliのw~，｛＇；にとってはまったく不川J解でt苛児でしかないだろう。モーツア

ルトの九二業がイタリア人の！長ドj：＿に触れないように、スタンダ、ールの求愛も

もっともすぐれたイタリア kγl：の心を動かすことはできない。しかし、大

’Jiーなのは、スタンダールが愛する人に受け人れられない切つなさとともに、

受け人れられなくても愛しつづけるすがすがしさを覚えたことだろう。す

くなくともスタンダールはI＇！分の魂の無垢だけは｛ 1iずることができたはず

である。

そして、じつはこのとき、スタンダールはモーツアルト・コンプレック

スから脱して、モーツアルトにノ：干しい創造f；に変身できたのではないだろ

うか。
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もちろん、スタンダールは始めからt'f楽に対する感受j昨には自信をもっ

てし、た。だが、その確｛rYは、 f八、ときには、 1805年 3} j 2ll 1のH記にみら

れるように、ややひとりよがりで、孤独な去現をとる。

「JT[I白でなにもみえないので、指でテーブルをいいきながら、ささやき戸

でti討を作った。それは心の氏までしみこみ、私を長え、戦かせた。 tiは涙

でいっぱいになった。たしかに、感じやすい魂をもっていれば、人はだれ

でも （！：楽家であるj

Je fais, n’y voyant plus, de la musique avec mes do1gts, et ma vo1x 

sussurante, sur ma table, ja la sens jusqu’au fond du coeur, elle me fait 

frissonner, je me sens les yeux pleins de larmes; tant il est vrai qu’avec une 

ame sensible on est musicien 

こうしたロマン主義的な傾向は、スタンダールが小説家になっても消え

ずに残り、他人に分ってもらえなくてもいい、ただ、［＇ j分と［11jじ魂をもっ

た人だけに通じればよいという切なし、去現をとる。「私は？＼・楽好きの人だ

けにわかってもらえれば、それでよいJ (Je ne desire etre compris que 

des gens nes pour la musique）。

こうした Ii丸、かたに、スタンダールの去術家としての白負をみるのもい

し、だろうし、同時代の俗物に対する侮蔑をI読みとるのも If：しいだろう。だ

から、スタンダールのJ芸術は事j介孤r:':jだと評価するのもよい。

だが、これはある意味では近代の京術家にとって、I~然といえる状況なの

で、それをわざわざ； ；－いたてるのは、現状はかならずしもスタンダールの

いう通りではなく、スタンダ、ールの立にbとして、小説家として大成するに

は嫌な人llUも視野に入れざるをえなかったのだろう。この点、自分のすき

な~？だけで押していけたモーツアルトとは追って、スタンダ、ールは嫌いな

パ葉も使い、唾棄すべき人間も捕かねばならなかったのである。

象徴的なことに、『モーツアルト伝Jのなかで、スタンダ、ールは、モー

ツアルトが異常なまでにトランペットを嫌うさまを描いている。この楽探

をみせられただけで、モーツアルトはまるでピストルを突きつけられたよ
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うに震え戦いたという。この嫌悪感をなくそうと、モーツアルトの面前で

わざとトランペットを鳴らしたら、彼は最初Jの音で真青になり、ばったり

床に倒れてしまう。（quandon Jui montrait cet instrument, ii faisait sur 

Jui a peu pres l’impression que produit sur d autres enfants un pistolet 

charge qu’on tourne contre eux par plaisanterie,・・・・ ・・mais, au premier 

son, JI palit, tomba sur le plancher) 

この情京に関連して想起されるのは、スタンダ、ールが、小説のなかで政

治を扱うのは、コンサートの長中にピストルをぶつ放すようなものだと

嫌っていたことである。（Lapolitiq ue au milieu des interets d’imagma-

tion, c’est un coup de pistolet au milieu d’un concert）。だが、スタン夕、、

ールは、モーツアルトと違って、失神してしまうわけにはいかず、この不

協和 I＇！＇の政治を作 1~111 のなかにとりこまざるをえなL 、。好きな古ーだけ聴いて、

好きな庁だけで調和のとれたHI：界を造ることはもはやスタンダ、ールには許

されていない。それが、肉体も合めて丸ごと白分を引き受けざるをえない、

し、わば近代人の杭命だからである。

だが、－土jで、スタンダールはモーツアルト、ナポレオンと大才の能）J

を蚊大限に開花させた世紀末の白由な空気を呼吸しているので、近代とい

う卑小なn与代に安息できない。ジュリアン、ファブリスといった、モー

ツアルトの息 fーたちを創造して、かれらが希薄な空気のなかでどのように

／七きていくか跡づけざるをえないのである。したがって、『亦と黒Jは

『モーツアルト伝』の統制といった’門：格をもっ。ジュリアンはラテン語の

申書を九時記している点でモーツアルトと同じ天ノr・ (genie）であり、存貌

の／，（でも IIが美しいという共通点をもち、感受性も鋭く、嫌なものを前に

すると、たとえばピラール神父ににらみつけられときのようにばったり倒

れる。 (Julienne put supporter ce regard; etandant la main comme 

pour se soutenir, ii tomba tout de son long sur le plancher) 

ただ、モーツァノレトとジュリアンが根本的に違うのは、モーツアルトが

｜’｜然であるのに対して、ジュリアンは意識的にパロディを演ぜざるをえな

い点
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あり、従わなければならない11：＿き）Jがあった。彼はナポレオンに！照らして

J~休的に行動をひとつひとつ作していたので、ラテン ri/f の 1\1'.,1；とともに 11

常を立味づけるいまひとつの叩典を所むしていたのである。

ジュリアンの秀で、た ri－~’f,\l)J という特殊J能もまた彼を、川｛1\1こはしない。

それはあくまで11¥111；のための子段であり、モーツアルトの （＇1：来の.,t・ntとは

述い、ジュリアンの人！日Jn：を切かに11可さないからである。

もちろん、！日jもなく多くのポナーが孤独と不遇をかこつ近代という I！－｝代が

やってくる。ジュリアンはこのとば 11にいて、ケj-'.j，武に代去される狭い常川

のなかで孤独に死んでし、く。近代の k-1'"たちのドラマの子~1 ；.科1Jを出じるの

である。モーツアルトもナポレオンもヨーロッパという、i1il！、？の’j-'.'1ifをi'l山

に馬区け抜けるが、ジュリアンをはじめ近代のポナたちは己の小＇ Y'1ifのなか

にじっと閉じこもらざるをえない。

ジュリアンよりもよりモーツアルト IYJなファブリスにしてもlriJじことで

ある。彼はクレリアとのえとにlj：＿きるが、この恋は彼を解放せず、逆に閉鎖

的にする。彼は1J~教のポナだが、そのナ能がイf：分に発押されるのは、必人

のクレリアによーられて、京f!2Lf｛の絃にいるときである。そのときでさえも彼

はl尚教に究同の i'ILJJ(J}lをみているのではなく、その形式をfi1iりて恋人に

！よい、を訴えている。彼のメッセージは公の休裁はとってはいても、じつは

クレリアにあてた私れなのである。おそらくここには近代文了予の不十Jで、

私的な作栴が象徴されているといえばいえるだろう。

もちろん、モーツアルトの作111111にも例人的感↑111＇土冷りこめられているだ

ろうのしかし、それはコンスタンツェとの恋でみられるように、恋人を得

たかび、が11.fhいっぱいに拡がり、観存をiアきたたせる、外1f1J的て、開放的

な1r1：栴をもっ。！fl：界に｜（付、って人企きく胸を IJl-~ し、たような、その j<J}lは十7十日

に似ざし、字削をはらみ、受け子をかぎりなく、ドfli~にするのである。

スタンダールはモーツアルトの j!I：界のこの l~J るさに↑市れたのだが、、11i然

のことながらスタンダ、ールはモーツアルトがし、つも変わらず字削だったと

は｛1j• じていない。ヅ｜川した24イドの『｜略伝』をみれば、モーツアルトの父親

がし、つも必 fのためだけを思って行動しているのではないことをきちんと
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わきまえている。 XJ,rーをヨーロッパ旅行にづ｜っ長り Illすのも、ぷ fの休験

を拡げるよりも、まるで狭まわしのようにネ1111wの，む fをッピりこむためで

あったことをは抑めている。こうした父脱のプロデ、ューサーとしての思惑

と必 fのぷ術家としての良心とが衝突しなかったはずはないのである。ま

た、日が＼¥!J))JI刊で、 Lぐにもてるモーツアルトが£z・n1日11¥Llで／1'iしまなかった

はずもない。しかし、スタンダールはこうしたドラマを、ナポレオンfムーと

は迎い、深江：iいしようとはしない。それはモーツアルトがナポレオンにく

らべたら、スタンダールに親しくないという .DH1l1もあるが、それとともに

モーツアルトの 1＇＼·楽がそのド、ラマの本質をすでに l~j{昨に ｝＜ fJl しているから

である。スタンダールはそれを狭心する悲しみという点：引でとらえた。以

後、近代のモーツアルト解釈は、小林秀Ml~にいたるまで、スタンダールの

この li.!'.tの延長線卜にあるつこうみると、われわれはスタンダールのパ柴

を通してモーツアルトの九二楽を｜却し、ているのだが、この悲しみとはほんと

うにモーツアルトの1J；しみか。あるいはスタン夕、、ールの1J；しみの Y~t；~ で、あ

ろうか。

スタンダールは、 1・1分は本質的には i'＼－業家だが、たまたま魂の （＇，：を印刷

されたflでとらえるようになった、と，i／＼：っている。（Lehasard a fait que 

J’ai cherche a noter !es sons de mon ame par des pages imprimees）。

こうした Id＼＇.~：はスタンダールの無念、さを去しているとこれまで考えてい

たが、どうやら追うのかもしれない。ここには、パ宇柴によってしかりu：を

とらえられない近代人のれ命がムーされているのかもしれノないからである。

しかし、政雑なのは、スタンダールが、たとえばフローベールと追って、

Ii. 史を l'I覚（内に受けとめて、そのぷ現にすべてを附けているわけで、はない

ことだろう。『アンリ・ブリュラールの1ur』の以後のクライマックスで、

，（葉は、；サ／1＼の状態をとらえきれず、途切れてしまう。だとすれば、モー

ツアルトの 1＇＼・業を名指しての悲しみという l(ft：もぷJJlなのではなく、じつ

はぷfJlの断絶なのかもしれない。つまり、モーツアルトの行楽は Ij• 史：：の Jiii

かない、 l(!t：の彼］；＇：で IJI：~っているので、それを ft1'1l と呼んでも、不十7 と｜呼

んでも、市11011）はf1ijじことなのである。
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スタンダールは七歳で、母を失ったとき、楽園を追放されたとし、う意識を

もったが、その楽園で鳴っている音楽としてモーツアルトを聴いているこ

とはまず間違いないと思う。だからこそスタンダールはモーツアルトの生

粧を神話化したので、その過程で現世とのあまりの隔たりに悲哀という感

情を覚えたとしても、それはすこしも不思議ではない。どんな不幸な幼年

時代でも、追憶しているかぎり、それは楽園だが、いざ言葉でとらえてみ

れば、それは現世と変わらない、灰色の失楽園にすぎない。『アンリ・ブ

リュラールの牛担当のなかで、モーツアルトの青楽がならないのはそのた

めである。
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